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研究成果の概要（和文）：保育者養成における「保育者の専門性」、そしてその専門性を育てるために必要なことは何
かということについて、保育現場や地域、造形作家との連携を通して造形領域における知識・技能・判断力などを具体
的に明らかにし、「保育者の専門性」を育てるために必要な内容の提唱と実践を検証した結果、高い「保育者の専門性
」を達成するためには、造形に関する専門的な知識やスキルの獲得はもちろん、それらを通して「コミュニケーション
能力を育成すること」が重要であり、保育現場において必要とされるコミュニケーション能力を育成する具体的な内容
の提唱による造形理解と実践的教材の開発・検討が必要であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research aims to further professionalize “the specialty of nursery 
teachers” through training in cooperation with a university offering a nursery teachers’ training 
course, a childcare location, the local area, and a writer for the model. To concretely clarify the 
knowledge, skill, and judgment nursery teachers require, we create a domain model for nursery teachers. 
To elevate their specialty, we need to perform an analysis of childcare theory and practice with regard 
to content.
Analysis revealed that to attain professionalization of the nursery teacher’s specialty, “raising 
communications skills” is important for acquisition of specialized knowledge about modeling and skills 
for the childcare location. Clearly, models of understanding and practical teaching materials need 
development. Furthermore, they should be developed through inquiry according to a proposal of concrete 
content that raises the required communication skills.

研究分野： 社会科学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)課題意識をもつに至った総合的背景 
 近年の保育者養成において、子どもの保育
と保護者支援のために保育者に必要とされる
知識・技能・判断力など、より高い「保育者
の専門性」が語られる。こうしたなかで表現
教育のあり方の調査および研究を進める過程
で、いくつかの問題点とその改善の必要性が
浮かび上がってきた。その問題点の一つとし
て、造形領域を通した高い「保育者の専門性」
を達成することが挙げられ、保育者養成校と
保育現場の連携、および地域や専門的な知識
や技能をもった造形作家との連携を通して、
具体的な造形領域としての実践や教材開発を
提示していくことが喫緊の課題である。 
 
(2) これまでの研究成果とその内容 
保育者養成において「保育者の専門性」を

考えたとき、それぞれの科目において保育現
場に役立つ基礎的な学びを基盤に置きつつも、
保育の現場において必要とされる総合的な力
を養成する造形の内容および教材の検討が考
えられていくべきである。こうしたことから、
子どもたちのためにどのような経験や学びが
必要なのかをもう一度、具体的に捉えなおす
ことにより、今までの保育における造形領域
を理解し、それらを体系的に再構築していく
必要があるという、課題意識に至った。 
 以上の課題意識を持ちながら、平成 19 年
～21 年度は、科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）
を受け、「教材開発を通した子どもの創造性
を育てる表現教育のあり方に関する研究」を
テーマに、教材開発による「造形」と「音楽」
を融合した実践を通した研究を行い、保育者
養成校と地域の保育現場の連携を通した教
材開発と実践こそ今後の課題であるという
結論を導きだした。 
 
 
２．研究の目的 
 
「保育者の専門性」という視座から考える

と、子どもの発達を支え、子どもの創造性を
育むための環境づくりを行えるような力が
一層必要とされてくる。特に、保育者養成校
で学生たちが身につけるべき実践力を考え
るとき、保育現場や地域との連携、そして造
形作家のもつ専門的知識や技能を通して、こ
れら相互のつながりを意識した保育内容の
組み立てを見直すことが大切である。 
そこで、保育者養成校と保育現場、地域、

そして造形作家との連携による、次の目的と
内容を含む実践を中心に研究を行った。実際
の保育者養成における「保育者の専門性」、
そしてその専門性を育てるために必要なこ
とは何かということについて、保育現場や地
域、造形作家との連携を通して造形領域にお
ける知識・技能・判断力などを具体的に明ら
かにし、「保育者の専門性」を育てるために

必要な内容の提唱と実践を行う。 
それら実践を通して、造形における実践的

教材の開発を行い、保育者養成校の学生を対
象とした講義や演習へのフィードバック、そ
して現職者の再教育（リカレント）など、広
く社会還元することを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、造形領域の具体的な教材研究と

試行（計画・実践・評価）を第一の目的とす
ることから、3年間（平成 24～26 年度）の研
究期間を置き、次のように進める。 
①地域の保育所・幼稚園や児童館、造形作

家との連携によるワークショップの提案な
ど通して造形領域の現状を調査し、造形領域
の現状における問題点の抽出と検討を行う。 
②問題点の抽出と検討に基づき、地域の保

育現場や造形作家との連携を通したワーク
ショップなどの提案を行いながら、「保育者
の専門性」を獲得するための具体的な造形領
域の検討と試行を行う。 
③これまでの内容を一般公開するための

期間と位置づけ、「保育者の専門性」におけ
る具体的な造形領域のデータベース作成を
行う。 
また、参加した 2年間の学生の学びについ

ての調査を明らかにし、造形領域を通した
「保育者の専門性」についての可能性を示す
とともに、保育者養成校の学生を対象とした
講義や演習へのフィードバックを行う。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）教材開発からの学生や保育者の「学び」 
 
様々な表現領域の実践や教材開発を具体

的に検討していくなかで、「木育」を教材と
した実践に着目した。「木育」とは、すべて
の人が木とふれあい、木に学び、木と生きる
取り組みであり、人と木や森とのかかわりを
主体的に考える豊かな心を育むことを目的
としている。生活やあそび、自然環境などと
関連付けながら、表現領域の実践や教材開発
が行われる必要があることを考えると、「木
育」は保育のなかで効果的に活用することが
できると考えた。 
まず、短期的な実践として、平成 24 年 5

月～12 月「児童図工Ⅰ」において「木育」を
実践した。受講学生 78 名に対する質問紙調
査の分析結果から、次の内容が明らかとなっ
た。 
①コミュニケーションを通してテーマや

コンセプトを明確にもつことができた。 
②木のもつ特性を生かした制作を通して、

自然や環境、ものの大切さを学ぶことができ
た。特に自然や文化など，その背景を知るこ
とにより造形領域から他の領域のつながり



を考えるきっかけとなった。 
③材料・用具の正しい使い方などを通して、

保育者として工夫する知恵が生まれ、子ども
たちと造形に関わる場合に様々な可能性を
広げていくことが可能となった。 

 
そこで、平成 23～24 年度の京都女子大学

公開講座における「木育」ワークショップな
どの長期的な実践として「木育」に参加した
学生 17 名への質問紙調査を中心に、作品制
作や教材研究に対する取り組みについての
聞き取り調査および行動観察を行った。 
また、質問紙の自由記述を分析した結果、

以下の 4点に分類された。 
A) 知識・理解：実践を通して得た知識に

関する記述。〔4名(23.5%)〕 
B) 関心・意欲：実践を通した興味や関心、

楽しさを感じたことなど。〔8名(47.1%)〕 
C) 感性・表現：「木育」の実践を通して意

識が変わったこと、感性や表現についての気
づきなど。〔6名(35.5%)〕 
D) 保育・子どもへの応用：「木育」の実践

を通して、保育者の役割や子どもへの活用に
ついて考えたこと。〔7名(41.2%)〕 
 
A) 知識・理解の側面に関しては、「木育」

という言葉を知ったこと、形や音といった木
の性質についての知識が深まったことを示
す記述が見られた。 
B) 関心・意欲については、木に対する親

しみや興味が増したことを示す記述、木の性
質や種類といった具体的な興味に関する記
述が見られた。 
C) 感性・表現について、日常生活におい

て自然や生活で触れるモノの見方が変わっ
たことを示す記述や、木に触れ、香りを嗅ぐ
という木に対する感性の高まりといった感
性の成長を示す記述が見られた。 
D) 保育・子どもへの応用については、保

育への活用として、教材のアイデアを得るこ
とが出来たこと、保育における木育の意味を
考えたことを示す記述が見られた。 
また、ワークショップを通して子どもの視

点について考える事が出来たことを窺わせ
る記述、さらには、実際に保育に導入する際
の難しさを感じたことを示す記述も見られ
た。 
 
以上の結果を総合すると、学生の多くは本

研究で取り上げた「木育」の実践的教材を有
効なものであると捉えていた。特に、木その
ものについての知識を獲得する以上に、木に
対する興味、感性や表現についての気づきに
関する記述が多く見られており、本実践が素
材としての木に対する学生の動機づけを向
上させたことが窺える。 
 
また、保育者志望の学生を対象にしている

ことから、木育の実践を通した感想として、
保育教材のアイデアや子どもへの活用など、

自分が保育現場でどのように木育を活用す
るのか、という点について考察がなされてい
た。 
「木育」の実践は、平成 25 年 6月 29 日開

催の第 16 回幼年美術の会・京都研修セミナ
ーにおいても行い、参加した 57 名の保育者
に質問紙調査【表】を行ったところ、木育に
ついての意識が啓発され、保育者は保育にお
ける効果について肯定的に捉えていた。具体
的には、保育者にとって「木育」が実践的教
材として、自然や人とのふれあい・関わり方、
材料の捉え方、作品を通した感覚の大切さ、
表現力の大切さなど、表現領域に関わる実践
的教材に有効であることが明らかとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【表】質問項目および回答の分布 
 
 
（2）教材開発と支援のあり方を通した学生
の「学び」 
 
保育者養成におけるクロス・トレーニン

グ・プログラムで行った「型取り制作」（2012）、
「モビール制作」（2013）、「地域の材料を使
ったペンダントおよび壁面制作」（2014）の
実践的教材を通して、学生にとってどのよう
に「学び」の深まりへとつながっているか、
その有効性について明らかにすることを目
的とした。 
クロス・トレーニング・プログラムに参加

した学生（2012 年 8名、2013 年 14 名、2014
年 10 名）の実習記録にみられる活動の記録
や考察について、保育者養成に関わる造形領
域における実践的教材としての有効性とい
う観点から分析した結果、学生は造形活動と
いう題材を通して、幼児や高齢者のもつスキ
ルの特性や活動に対する意欲などの心理状
況に対しての理解が促された様子がみられ、
また幼児と高齢者間の世代間交流の姿につ
いても、造形活動に含まれる共同作業という
形態を中心として捉えることができる様子
がみられた。 
 
このように本研究での実践的教材は、学生

にとって幼児、高齢者および世代間交流の実
際について理解するうえで一定の効果を持
っており、保育者養成に関わる造形領域にお
ける実践的教材として有効である可能性が



示唆された。 
 
 
（3）造形ワークショップによる学生の「学
び」 
 
平成 25～26 年の 2 年間、教材開発ととも

に継続的に行った計 17 回の造形ワークショ
ップ（京都Ｋ幼稚園 8回、大阪Ｙ幼稚園 4回、
Ｋ女子大イベント 2回、京都市児童館連盟や
んちゃフェスタ、滋賀Ｚ寺、沖縄幼老統合施
設）の実践的教材研究から、参加した学生 11
名の学生を対象に、2 年間の実践的な教材研
究で学んだことについて、質問紙調査を中心
に考察を行った。 
質問紙調査は、①実践的な教材研究の点か

ら、②造形ワークショップを行った点から、
③コミュニケーションスキルに関する点か
ら、④保育士としての専門性に関する点から
について、それぞれ次の観点から分類した。
A) 自分自身に対する気付き：ワークショッ
プを通して、自分自身の学びや成長に関する
記述、B) 保育者としての活動や援助に対す
る気付き：ワークショップを通して感じた、
保育活動としての留意点などへの気付き、C) 
子どもの姿に対する気付き：ワークショップ
を通して感じた、子どもの特徴への気付き、
D) 素材についての気付き：ワークショップ
を通して感じた、素材の特徴への気付き、で
ある。 
 
記述を分析した結果、①実践的な教材研究

に関しては以下の効果が示唆された。 
A) 自分自身に対する気付き：実践を通し

て体験的に知識を得ること、目的や子どもへ
の効果を意図しながら教材研究を行う必要
性、実践を通したコミュニケーション能力の
向上。 
B) 保育者としての活動や援助に対する気

付き：素材の特性を生かした支援、教材研究
や計画的な保育、素材の特性に応じた支援、
子どもの特性を配慮した支援、子どもの姿を
把握しながら保育を進めることの必要性。 
C) 子どもの姿に対する気付き：子どもに

対する、身近な素材を使用することの効果、
年齢や発達差を考慮した素材の提供や支援
の必要性目的や子どもへの効果を意図しな
がら教材研究を行う必要性。 
D) 素材についての気付き：新しい素材に

ついての学び、またそれが教材研究に繋がる
ことの認識、である。 

 
②造形ワークショップに関しては以下の

効果が示唆された。 
A) 自分自身に対する気付き：協力して活

動することの意義、活動の狙いを考える力、
臨機応変さの獲得や、活動を楽しむことの必
要性。 
B) 保育者としての活動や援助に対する気

付き：子どもの姿をイメージすることの必要

性、イメージする力の獲得、環境構成・動線
づくり・場面に応じた言葉がけなど、保育の
具体的な技術に関する気づきや学び。 
C) 子どもの姿に対する気付き：子どもの

もつ想像力の豊かさ、制作における子どもの
行動の特徴や個人差、である。 

 
③コミュニケーションスキルに関しては

以下の効果が示唆された。 
A) 自分自身に対する気付き：活動を通し

たコミュニケーション能力の向上、活動を共
有することによる子どもや大人（親）とのコ
ミュニケーションスキルの向上。 
B) 保育者としての活動や援助に対する気

付き：子どもおよび保護者とのコミュニケー
ション技法についての気付き、子ども同士の
コミュニケーションを促す環境構成や援助
への気付き、である。 
 
④保育士としての専門性に関しては以下

の効果が示唆された。 
A) 自分自身に対する気付き：ワークショ

ップを通し、保育士としての専門性について
考える中で、自身の特性や成長、学びの向上。 
B) 保育者としての活動や援助に対する気

付き：造形活動の特性を踏まえた学びや子ど
もの視点に立った保育計画、保育士に必要と
される資質に関するもの、保育者同士の連携
の重要性。 
D) 素材についての気付き：素材と実際に

触れることで、保育活動に対して応用するこ
とへの学び、である。 
 
また、この実践に参加した学生たちの卒業

研究作品【図】においても、新しい素材につ
いての学び（教材研究）やコミュニケーショ
ンスキルの向上に繋がる作品が多くみられ
る結果を得ることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図】自然や人のつながりを主題とした学生作品 
 
 
（4）まとめ 
 
以上、(1)～(3)の結果から、造形領域にお

いて高い「保育者の専門性」を達成するため
には、造形に関する専門的な知識やスキルの
獲得はもちろん、それらを通して「コミュニ



ケーション能力を育成すること」が重要であ
り、保育現場において必要とされるコミュニ
ケーション能力を育成する具体的な内容の
提唱による造形理解と実践的教材の開発・検
討が必要であることが明らかとなった。 
今後、保育者養成校で学生たちが身につけ

るべき実践力を考えるとき、保育現場や地域
との連携、そして造形作家のもつ専門的知識
や技能と連携することにより、これらコミュ
ニケーションを意識した保育内容の組み立
てを見直すことが大切である。つまり、実際
の保育現場において応用のきくコミュニケ
ーション能力を育成し、子どもの創造性を育
むための「保育者の専門性」を確実なものと
する造形教材の検討が重要であると考える。 
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